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金融機関との連携

M
I
S
で
企
業
の
予
兆
を
正
確
に
管
理
で
き
る

増
山（
会
長
）　

私
は
昨
年
7
月
か
ら
T
K
C

関
東
信
越
会
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
地
域

の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
上
で
は
、
金
融
機
関

の
皆
さ
ま
と
の
一
層
の
連
携
強
化
、ま
さ
に「
顔

の
見
え
る
関
係
」
の
構
築
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
日
、
約
8
年
ぶ
り
に
筑
波
銀
行
さ
ま

と
の
対
談
が
実
現
で
き
、
大
変
光
栄
で
す
。

生
田（
頭
取
）　

こ
の
度
は
対
談
の
機
会
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
行
が
普

段
向
き
合
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
と
T
K
C
会
員

事
務
所
が
支
援
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
は
、
ほ

ぼ
同
じ
層
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

増
山（
会
長
）　

T
K
C
全
国
会
が
今
最
も
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
、
月
次
決
算
の
徹
底
で
す
。

T
K
C
会
員
が
関
与
先
を
毎
月
巡
回
監
査
し
て
、

「
三
現
主
義
（
現
地
・
現
物
・
現
人
）」
を
実
践

す
る
こ
と
で
、
企
業
の
財
務
経
営
力
を
強
化
す

る
。
そ
し
て
「
信
頼
の
あ
る
決
算
書
」
を
お
届

け
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
金
融
機
関
と
の

対
話
も
円
滑
に
な
り
、
融
資
の
場
面
で
も
評
価

さ
れ
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

生
田（
頭
取
）　

従
来
は
、
決
算
書
の
受
領
や

書
類
に
不
足
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
直
接
訪
問

す
る
必
要
が
あ
り
、
非
効
率
で
し
た
。
し
か
し
、

T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、

M
I
S
）
が
あ
れ
ば
そ
れ
が
一
切
な
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
い
う
と
、
M
I
S
は
単
な
る
効
率

化
だ
け
で
は
な
く
、
業
務
の
質
自
体
も
向
上
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
当
行
で
は
現
在
、
事
業
性
評
価
の
高
度

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
最
大
の
課
題
は

「
企
業
の
実
態
を
い
か
に
つ
か
む
か
」
で
す
。
年
1

回
の
決
算
書
だ
け
で
は
、
企
業
の
実
態
を
把
握

す
る
に
は
不
十
分
で
す
。
で
す
か
ら
、
M
I
S

の
月
次
で
試
算
表
を
提
供
す
る
仕
組
み
は
大
変

あ
り
が
た
い
で
す
。
企
業
側
か
ら
す
る
と
、「
業

績
が
悪
い
か
ら
今
月
は
送
ら
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
銀

行
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
不
振
の
理

由
や
今
後
を
一
緒
に
考
え
た
い
の
で
す
。

湯
原（
支
部
長
）　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
企
業

の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の
仕
組
み
が

M
I
S
で
す
。

増
山（
会
長
）　

M
I
S
は
単
な
る
デ
ー
タ
共

有
で
は
な
く
、
「
予
兆
管
理
」
の
た
め
の
仕
組

み
で
す
。
業
績
が
悪
化
し
た
場
合
で
も
、
月
次

で
業
績
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
早
期
対

応
が
可
能
と
な
り
、
金
融
機
関
と
事
業
者
の
双

方
に
と
っ
て
有
益
で
す
。

「
地
域
密
着
型
の
伴
走
支
援
」を
目
指
す

増
山（
会
長
）　

他
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
田（
頭
取
）　

当
行
で
は
「
と
こ
と
ん
支
援
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
中
小
企
業
に
対
し
て
伴
走

型
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
資
金
を
提
供
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
経
営
改
善
や
成
長

ま
で
深
く
関
与
し
て
い
く
姿
勢
を
明
確
に
し
て

「
金
融
機
関
ト
ッ
プ
対
談
」シ
リ
ー
ズ

金融機関との連携

■筑波銀行
取締役頭取 生田雅彦
専務取締役 篠原　智
取締役営業本部長　益子邦広

■TKC関東信越会茨城支部
関東信越会会長 増山英和
研修所長 熊坂眞人
支部長 湯原　拓

出席者（敬称略）

筑
波
銀
行・生
田
雅
彦
頭
取
と
の
対
談

■
と
き
：
令
和
8
年
4
月
21
日
㈫　

 

■
と
こ
ろ
：
筑
波
銀
行
本
部
会
議
室

T
K
C
関
東
信
越
会
茨
城
支
部
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い
ま
す
。
融
資
で
は
、
事
業
性
評
価
を
重
視
し
、

決
算
書
の
数
字
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
事

業
内
容
、
将
来
性
ま
で
踏
み
込
ん
で
評
価
し
た

上
で
支
援
す
る
の
で
、
企
業
の
実
態
に
即
し
た

支
援
が
で
き
る
点
が
強
み
で
す
。

ま
た
、
資
金
面
に
限
ら
ず
、
本
業
支
援
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
具
体
的
に

は
、
販
路
拡
大
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
や
商
談
機
会
の
提
供
な
ど
、
売
上
を
伸
ば
す

た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

篠
原（
専
務
）　

事
業
承
継
や
M
&
A
支
援
に

も
注
力
し
て
い
ま
す
。「
筑
波
の
結
び
目
」
と

い
う
仕
組
み
を
活
用
し
て
、
後
継
者
不
在
の
企

業
に
対
し
て
も
、
第
三
者
承
継
を
含
め
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
融
資
を
起
点
に
し
な
が
ら
、「
本
業
支
援
・

承
継
支
援
・
再
生
支
援
」
ま
で
一
体
で
提
供
で

き
る
、「
地
域
密
着
型
の
伴
走
支
援
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

3
者
の
決
算
報
告
会
で「
顔
の
見
え
る
関
係
」構
築
を

増
山（
会
長
）　

T
K
C
全
国
会
は
、
中
小
企

業
の
持
続
的
成
長
と
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え

る
た
め
、
月
次
決
算
体
制
の
構
築
を
中
心
と
し

た
支
援
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
関
与
先
企

業
が
適
時
・
正
確
な
記
帳
を
行
い
、
発
生
主
義

に
基
づ
い
た
信
頼
性
の
高
い
月
次
決
算
書
を
作

成
す
る
こ
と
で
、
経
営
者
が
自
社
の
業
績
を
的

確
に
把
握
し
、
迅
速
な
意
思
決
定
が
可
能
と
な

る
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
財
務
経
営
力
の
向
上
と
資
金
調
達
力

の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
T
K
C

全
国
会
で
は
「
税
理
士
の
4
大
業
務
を
完
遂
し
、

中
小
企
業
を
元
気
に
し
よ
う
!
」
と
い
う
「
運

動
方
針
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
税

理
士
の
4
大
業
務
と
い
う
の
は
、
税
務
、
会
計
、

保
証
（
書
面
添
付
な
ど
）、
経
営
助
言
の
四
つ

を
指
し
ま
す
。
特
に
「
決
算
書
の
信
頼
性
」
に

つ
い
て
は
、
書
面
添
付
制
度
を
中
心
に
、
帳
簿

の
適
正
性
、
月
次
巡
回
監
査
、
月
次
決
算
の
正

確
性
な
ど
で
担
保
し
て
い
ま
す
。

熊
坂（
関
東
信
越
会
研
修
所
長
）　

こ
れ
ま
で
の

お
話
を
踏
ま
え
、
今
後
の
具
体
的
な
連
携
と
し

て
、
①
支
店
長
を
対
象
に
し
た
本
部
研
修
、
②

各
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
参
加
、
③
決
算
報
告
会
（
企

業
、
金
融
機
関
、
T
K
C
会
員
の
3
者
）
の
実

施
│
│
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、

決
算
報
告
会
を
実
施
し
た
事
例
で
は
、
単
な
る

報
告
で
は
な
く
、「
社
長
が
数
字
を
説
明
す
る
」、

「
将
来
の
投
資
や
資
金
調
達
の
話
に
つ
な
が
る
」、

と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

増
山（
会
長
）　

今
回
の
対
談
で
、
方
向
性
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
を
ど
う

現
場
で
動
か
す
か
を
検
討
し
、「
顔
の
見
え
る
関

係
」
構
築
に
向
け
、
共
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

生
田（
頭
取
）　

決
算
報
告
会
の
よ
う
な
場
で

「
現
状
」、「
課
題
」、「
今
後
の
方
針
」
が
一
本

の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
聞
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
性
評
価
の
精
度
は
大
き
く
向
上
す
る
と
思

い
ま
す
。
当
行
と
し
て
も
T
K
C
会
員
の
先
生

と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
構
築
に
向
け
、
連

携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
茨
城
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

根
本
一
徳
）

生田雅彦頭取（右から３番目）を囲んで。左隣が、増山英和ＴＫＣ関東信越会会長
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販
路
拡
大
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
や
商
談
機
会
の
提
供
な
ど
、
売
上
を
伸
ば
す

た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

篠
原（
専
務
）　

事
業
承
継
や
M
&
A
支
援
に

も
注
力
し
て
い
ま
す
。「
筑
波
の
結
び
目
」
と

い
う
仕
組
み
を
活
用
し
て
、
後
継
者
不
在
の
企

業
に
対
し
て
も
、
第
三
者
承
継
を
含
め
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
融
資
を
起
点
に
し
な
が
ら
、「
本
業
支
援
・

承
継
支
援
・
再
生
支
援
」
ま
で
一
体
で
提
供
で

き
る
、「
地
域
密
着
型
の
伴
走
支
援
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

3
者
の
決
算
報
告
会
で「
顔
の
見
え
る
関
係
」構
築
を

増
山（
会
長
）　

T
K
C
全
国
会
は
、
中
小
企

業
の
持
続
的
成
長
と
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え

る
た
め
、
月
次
決
算
体
制
の
構
築
を
中
心
と
し

た
支
援
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
関
与
先
企

業
が
適
時
・
正
確
な
記
帳
を
行
い
、
発
生
主
義

に
基
づ
い
た
信
頼
性
の
高
い
月
次
決
算
書
を
作

成
す
る
こ
と
で
、
経
営
者
が
自
社
の
業
績
を
的

確
に
把
握
し
、
迅
速
な
意
思
決
定
が
可
能
と
な

る
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
財
務
経
営
力
の
向
上
と
資
金
調
達
力

の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
T
K
C

全
国
会
で
は
「
税
理
士
の
4
大
業
務
を
完
遂
し
、

中
小
企
業
を
元
気
に
し
よ
う
!
」
と
い
う
「
運

動
方
針
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
税

理
士
の
4
大
業
務
と
い
う
の
は
、
税
務
、
会
計
、

保
証
（
書
面
添
付
な
ど
）、
経
営
助
言
の
四
つ

を
指
し
ま
す
。
特
に
「
決
算
書
の
信
頼
性
」
に

つ
い
て
は
、
書
面
添
付
制
度
を
中
心
に
、
帳
簿

の
適
正
性
、
月
次
巡
回
監
査
、
月
次
決
算
の
正

確
性
な
ど
で
担
保
し
て
い
ま
す
。

熊
坂（
関
東
信
越
会
研
修
所
長
）　

こ
れ
ま
で
の

お
話
を
踏
ま
え
、
今
後
の
具
体
的
な
連
携
と
し

て
、
①
支
店
長
を
対
象
に
し
た
本
部
研
修
、
②

各
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
参
加
、
③
決
算
報
告
会
（
企

業
、
金
融
機
関
、
T
K
C
会
員
の
3
者
）
の
実

施
│
│
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、

決
算
報
告
会
を
実
施
し
た
事
例
で
は
、
単
な
る

報
告
で
は
な
く
、「
社
長
が
数
字
を
説
明
す
る
」、

「
将
来
の
投
資
や
資
金
調
達
の
話
に
つ
な
が
る
」、

と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

増
山（
会
長
）　

今
回
の
対
談
で
、
方
向
性
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
を
ど
う

現
場
で
動
か
す
か
を
検
討
し
、「
顔
の
見
え
る
関

係
」
構
築
に
向
け
、
共
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

生
田（
頭
取
）　

決
算
報
告
会
の
よ
う
な
場
で

「
現
状
」、「
課
題
」、「
今
後
の
方
針
」
が
一
本

の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
聞
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
性
評
価
の
精
度
は
大
き
く
向
上
す
る
と
思

い
ま
す
。
当
行
と
し
て
も
T
K
C
会
員
の
先
生

と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
構
築
に
向
け
、
連

携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
茨
城
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

根
本
一
徳
）

生田雅彦頭取（右から３番目）を囲んで。左隣が、増山英和ＴＫＣ関東信越会会長


